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わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
先
進
国
は
い
ず
れ
も
大

な
り
小
な
り
、
不
況
の
な
か
で
、
新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
で
新
年
の
挨
拶
を
済
ま
せ
た
後
、
ヘ
ル
シ
ン
キ

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、
シ
グ
マ

リ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
ド

イ
ツ
）
の
街
を
駆
け
足
気
味

で
走
っ
て
き
ま
し
た
。
人
々

の
暮
ら
し
振
り
か
ら
、
私
共

の
暮
ら
し
を
眺
め
て
み
よ
う

と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

■
一
億
総
活
躍
の
日
本
（
表

1
）

　

政
府
か
ら
い
わ
れ
な
く
と

も
、
わ
れ
わ
れ
日
本
の
高
齢

者
は
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
年
金
指
数
は
世
界
二

三
位
、
中
国
と
韓
国
の
間
で
、

先
進
国
の
な
か
で
は
最
低
。 

そ
こ
で
高
齢
者
就
労
率
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
の
三

倍
以
上
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
倍
以
上
。
旅
行
中
、
ど
こ

の
街
で
も
、
日
本
の
よ
う
な
高
齢
者
の
仕
事
姿
は
見
か
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
齢
化
時
代
の
到
来
は
分
か
り
き
っ
て
い
た
の
に
、
政

策
を
立
て
て
い
な
か
っ
た
政
府
に
責
任
が
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
問
題
は
、
政
府
の
目
先

の
バ
ラ
マ
キ
政
策
を
支
持
し
て
き
た
国
民
の
責
任
で
す
。

■
低
負
担
・
高
福
祉
の
日
本
（
表
2
）

　

来
年
四
月
の
消
費
税
一
〇
％
実
施
が
、
だ
ん
だ
ん
怪
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
に
比
べ
て
、
わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
／
人
、
平
均
賃
金

は
、
長
時
間
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
は
る
か
に
低
額
で
す
。

今
以
上
の
増
税
に
耐
え
ら
れ
る
国
、
国
民
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
日
本
は
貧
乏
国
」
な
の
で
す
。

　

日
本
の
保
育
所
の
保
母
さ
ん
の
月
収
は
二
〇
万
円
、
五

〇
％
の
税
金
・
社
会
保
険
料
を
支
払
う
と
残
り
は
一
〇
万

円
だ
け
、
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
北
欧
の
保
母
さ
ん
は
四
〇

万
円
、
五
〇
％
支
払
っ
て
も

二
〇
万
円
残
り
ま
す
。
老
後

の
年
金
は
約
束
さ
れ
て
い
る

の
で
貯
金
は
不
要
で
す
。

　

高
齢
化
時
代
の
前
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
実
施
、
資

産
を
調
べ
、
適
正
な
徴
税
を
行
っ
て
お
く
べ
き
で
し
た
。

一
九
四
七
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
し
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
ナ
ン
バ
ー
活
用
の
第
一
歩
は
、
国
民
の
資
産
を

調
べ
て
、
社
会
保
障
の
必
要
な
人
と
不
要
な
人
と
の
区
別

を
す
る
こ
と
で
し
た
。
次
い
で
、
適
正
な
徴
税
へ
の
活
用

で
し
た
。
わ
が
国
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
六
九
年
遅
れ
で
今

年
の
一
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
、
徴
税
の
強
化
と
不
正
な
生
活
保
護
受
給
の

撲
滅
で
、
資
産
の
把
握
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

■
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
で
、
ど
う
し
て
、
一
億
二
千
七

百
万
人
も
の
人
々
が
生
活
で
き
て
い
る
の
か
（
表
3
）

　

ま
ず
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
で
す
。
最
低
気
温
の
違
い
、

雪
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
空
港
、
外
は
マ
イ
ナ
ス
18
℃
、
空
港
内

は
プ
ラ
ス
20
℃
で
し
た
。
乗
客
の
搭
乗
を
終
え
た
航
空
機

は
熱
水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
機
体
・
翼
に
浴
び
た
後
に
滑
走
路

に
向
か
い
ま
し
た
。
日
本
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
格

段
に
大
き
い
理
由
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
原
発
依
存
度

は
発
電
量
の
三
〇
％
以
上
、
目
標
は
六
〇
％
、
原
発
反
対

を
唱
え
て
い
て
も
暮
ら
せ
る
わ
が
国
は
結
構
な
国
で
す
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
豚
肉
料
理
店
「
ハ
ク
セ
ン
バ
ウ
ア
ー
」
で
、

「
シ
ュ
バ
イ
ン
ス
ハ
ク
セ
（
骨
付
き
の
豚
の
ス
ネ
肉
の
ロ

ー
ス
ト
）」
を
注
文
し
ま
し
た
。
私
と
娘
、
二
人
で
半
分

を
注
文
、
食
べ
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
隣
席
の
ド
イ
ツ
男

性
は
、
一
人
で
全
部
平
ら
げ
て
、
ビ
ー
ル
大
ジ
ョ
ッ
キ
三
杯
、

楽
し
げ
に
店
を
出
て
行
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
栄
養
供
給

量
は
日
本
の
一
・
三
倍
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
一
・
二
倍
、
蛋
白
質
、
脂
肪
は
日
本
以
外
は
一
〇
〇
ｇ

以
上
で
す
。
日
本
人
は
少
食
で
済
む
わ
け
で
す
。

　

「
ど
う
し
て
資
源
の
少
な
い
こ
の
国
で
一
億
二
千
七
百

万
人
も
の
人
々
が
生
活
で
き
て
い
る
の
か
」。
答
は
「
外

敵
に
侵
さ
れ
に
く
い
島
国
で
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
日

本
人
は
小
柄
な
だ
け
に
少
な
い
食
糧
」。
今
回
の
旅
で
改

め
て
痛
感
し
た
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
六
％
、
穀
物
自
給
率
二
六
％
と
い
う
数
字
に
み
る
わ

が
国
の
危
う
さ
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

「
資
源
に
乏
し
い
、
高
齢
者
の
多
い
、
貧
し
い
国
で
あ
る

こ
と
の
自
覚
」
が
「
今
、
日
本
、
日
本
人
、

特
に
政
治
家
に
必
要
な
こ
と
」
で
す
。

■
大
国
意
識
を
持
っ
て
は
い
け
な
い

　

安
倍
政
権
は
、
経
済
優
先
を
第
一
に
大
胆
な
「
成
長
戦

略
」
を
展
開
し
ま
し
た
。「
成
果
な
し
」
で
す
。
安
倍
首

相
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は
「
大
国
意
識
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
金
：
政
権
交
代
と
と
も
に
「
基
礎
年
金
」
は
吹
っ
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
年
金
充
実
ど
こ
ろ
か
年
金
減
額
に

変
わ
り
、「
一
億
総
活
躍
」
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
経

済
優
先
、
効
率
化
の
下
、
安
倍
政
権
の
生
み
出
し
た
非
正

規
労
働
者
の
増
加
は
、
や
が
て
は
「
一
億
総
生
活
保
護
」

の
時
代
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

外
交
：
安
倍
首
相
は
歴
代
首
相
の
は
る
か
に
及
ば
な
い

元
気
さ
で
世
界
中
五
〇
国
以
上
を
歴
訪
し
ま
し
た
。
成
果

は
ゼ
ロ
。
北
方
領
土
、
北
朝
鮮
す
べ
て
「
ダ
メ
」
で
し
た
。

ロ
シ
ア
が
北
方
領
土
を
日
本
に
返
還
す
る
と
な
れ
ば
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
は
カ
レ
リ
ア
地
方
の
返
還
要
求
と
な
り
ま
す

し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
国
境
を
東
に
移
動
さ
せ
ろ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
、
一
九
九
〇
年
の
東
西
ド
イ

ツ
統
合
後
に
東
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
条
約
（
一
九

五
〇
年
）
を
再
確
認
し
て
い
る
事
実
を
承
知
し
て
の
外
交

か
と
疑
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
戦
争
と
は
領
土
の
取
り
合
い

の
た
め
に
起
こ
る
こ
と
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
：
米
国
が
批
准
し
な
い
こ
と
は
明
確
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
交
渉
前
、
第
一
次
大
戦
後
、
米
国
ウ
ィ
ル
ソ

ン
大
統
領
の
提
唱
し
た
「
国
際
連
盟
」
は
米
国
が
加
入
せ

ず
崩
壊
し
た
事
実
の
認
識
が
あ
っ
た
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
：
介
護
、
特
に
施
設
介
護
の
対
象
を
減
ら
そ
う
の

政
策
は
、家
族
の
負
担
増
加
に
直
結
す
る
こ
と
で
す
。
一
方
、

介
護
離
職
の
減
少
を
政
策
に
し
て
い
ま
す
。
同
じ
政
府
の

い
う
こ
と
か
で
す
。
ち
な
み
に
、
宇
宙
開
発
、
大
国
の
面

子
と
し
て
は
参
加
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
日

本
人
宇
宙
飛
行
士
が
日
本
の
子
供
た
ち
に
呼
び
か
け
る
に

は
八
百
億
円
を
要
し
て
い
ま
す
。
八
百
億
円
は
八
千
人
分

の
介
護
施
設
を
用
意
で
き
る
金
額
で
す
。
介
護
を
め
ぐ
る

悲
劇
は
連
日
起
こ
っ
て
い
る
の
は
承
知
の
は
ず
で
す
。

　

医
療
：
医
療
費
抑
制
が
政
策
で
あ
り
な
が
ら
、
昨
年
一

二
月
、
厚
生
省
は
一
カ
月
三
百
万
円
と
い
う
超
高
価
の
肺

が
ん
治
療
新
薬
の
健
康
保
険
で
の
使
用
を
承
認
し
ま
し
た
。

わ
が
国
の
肺
が
ん
死
亡
者
数
は
約
七
万
人
、
患
者
に
一
回

投
与
す
る
だ
け
で
約
九
千
万
円
、
健
康
保
険
の
崩
壊
、
国

家
財
政
の
破
綻
の
端
緒
に
な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の

薬
の
巨
利
は
ど
こ
に
流
れ
る
か
も
疑
問
だ
ら
け
で
す
。
三

百
万
円
は
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
年
収
以
上
、
ま
た
、
勤
労

者
の
平
均
月
収
（
三
三
万
円
）
の
九
倍
、
年
金
生
活
者
の

平
均
月
額
（
一
七
・
五
万
円
）
の
一
七
倍
で
す
。

　

「
政
治
家
は
票
と
政
治
献
金
以
外
に
関
心
が
な
い
」
と

の
大
原
則
に
た
て
ば
、
安
倍
政
権
の
政
治
は
説
明
で
き
る

こ
と
で
す
。

　

日
本
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
暮
し
て
い
け
ば
良
い
の

か
。「
経
済
活
性
化
、
経
済
成
長
」
の
夢
に
ふ
け
る
こ
と
は

や
め
、「
勤
勉
、
節
約
」
を
旨
と
し
て
頑
張
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
と
の
私
の
提
言
を
記
載
し
た
の
は
、
平
成
二
一

年
四
月
の
「
中
央
診
療
所
だ
よ
り
」、
七
年
前
の
こ
と
で
す
。
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表１．年金指数，高齢化率，平均寿命，高齢者就労率

＊1：マーサー年金指数　 ＊2：国際労働比較 2015
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表２．国民負担率・国／国民の経済力＊

＊：世界経済白書 2015-2016年版，世界国勢図解 2015/2016
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表３．エネルギー・食糧

＊1：世界統計白書 2015-2016年版，世界国勢図解 2015/2016　 ＊2：FAO：食糧と栄養　 ＊3：農林水産省
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今
、日
本
人
に
必
要
な
こ
と

—
資
源
に
乏
し
い
、
高
齢
者
の
多
い
、

　
　

貧
し
い
国
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
—


